
和歌山大学教育学部附属小学校 

第４学年 社会科 授業構想シート 

授業者 中山 和幸 

１．小単元名 わたしたちの住んでいる県 ～加太の人々と真鯛〜 

２．４年Ａ組の子ども 

３．何ができるようになるか 

４．何を学ぶのか 

① 小単元の目標 

② 教材の価値 

  

 

 

 

 

 

探究力 省察性 

・社会的な見方・考え方を働かせながら，実社会

を考察し，よりよい社会を構想する力 

（問題解決力） 

・社会的な見方・考え方を働かせながら，自らの

問題解決を多面的な視点からモニタリングし，

調整・改善する力（問題解決力を支える省察性） 

加太の鯛とそれを取り巻く人々の生活について，進んで調べ，考えることを通して，加太の鯛が

特産物である理由を自然環境及び人々の工夫という２つの視点から理解することができる。 

 加太の鯛を取り巻く問題を解決するために，「自分にできること」を考えることを通して，よりよ

い社会を構想する態度を養うことができる。 
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本実践の主張点 
単元計画，思考スキル，授業のしかけについて子どもが省察性を働かせながら

探究的に学べるように工夫することで，探究力と省察性を育成できるだろう。 

CHANGE（総合的な学習の時間）で進めている「加太の魅力発信プロジェクト」に加え，遊びや

買い物などで，全ての子どもたちが１度は加太に足を運び，様々な場所で様々な体験をし，一人一

人が加太の「ひと・もの・こと」と何らかのかたちでつながっている。加太の特産物の１つである

「真鯛」についても，「めでたい電車」や「タイレンジャー」などで全員が知っている。しかし，「な

ぜ真鯛が特産物なのだろう？」と考える子どもは少ない。見ようとしないとなかなか見えてこない

もの、例えば、「～なぜ〇〇なのか」などといったような、「ひと・もの・こと」の意味や役割を自

ら見ようとしたり，考えたりできる子どもに育てていきたいと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもにとっての身近さ…本学級の子どもたちは，和歌山市加太へ CHANGE の学習で２回出向き，

加太の主な観光スポットを存分に体験している。子どもたちにとって，加太は身近であり，学習を

通してさらに身近になっていきやすい場所である。 

鯛が特産物である理由…加太の鯛が特産物である理由は大きく２つある。１つは，自然条件とのつ

ながり，もう１つは，人々の工夫や努力である。これら２つの視点をもち，社会を見ていくことで，

子どもたちは，社会的な見方・考え方を働かせながら，社会にある「ひと・もの・こと」がそれぞ

れつながっていることを理解することができるだろう。 

 

 

 

 



和歌山大学教育学部附属小学校 

③ 学年間・教科間のつながり 

５．どのように学ぶのか 

 ①働かせたい思考スキル 

 ②学習内容を理解し，資質・能力を育成するための学習過程 

６．何が身に付いたか 

 知識・技能 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

 
評
価
規
準 
 

・太の人々は，地域の特色や 

 よさを生かしながら，生活 

 していることを理解するこ 

 とができる。 

・問題解決に向けて，様々な知 

 識を関連付け，総合し考えた 

 ことを表現することができ 

 る。 

・問題解決に向けて，進んで学 

 習に取り組んでいる。 

 

 単元における授業づくりのしかけ 

 
 
探
究
力
を
育
む 
 

・ 適切な学習問題を全員が把握でき

るようにし，問題解決の見通しをも

つことができるようにする。 

・ 問題解決に必要な知識を溜め，思考

スキルを働かせながら，知識を関連

づけたり，総合したりできるように

する。 

・ 社会的な見方・考え方を発揮できる

ようにする。 

 
 
省
察
性
を
育
む 
 

・ 適切な場面で学習過程の振り返り

や自己評価を行うことができるよ

うにする。 

・ 社会的な見方・考え方を発揮したこ

とを実感できるようにする。 

CHANGE の学習において，加太の魅力発信プロジェクトを進めている。加太の様々な魅力を知

っている子どもたちだからこそ，加太の鯛を主教材にした学習には，意欲的に取り組むことができ

るだろう。また，CHANGE の学習で得た知識や体験が社会科の問題解決場面において「補完」の

働きをし，子どもたちが思考・判断するための材料となることを期待している。 
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□くらべる  ■つなげる  ■まとめる  □広げる  □予想する  □見方を変える 
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単元計画（全 10 時間） 本時 8/10  

第一次 

資料を見ながら話し合い，学習問題を設定する。（①） 

第二次 

校外学習に行き，社会的な見方・考え方を働かせな

がら，問題解決に必要な情報を収集する。（②③） 

第三次 

空間的な視点で「鯛と人々の生活」を捉え直す。（④） 

時間的な視点で「鯛と人々の生活」を捉え直す。（⑤） 

関係的な視点で「鯛と人々の生活」を捉え直す。（⑥） 

「鯛と人々の生活」についてまとめ，鯛を取り巻く

問題を把握する。（⑦） 

第四次 

第二・三次での学びを総動員し，問題を解決しよう

とすることを通して，これからの社会や自己の在り

方を考える。（⑧⑨⑩） 


